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Cadence OrCAD X and Allegro X:  

What’s New in Release 23.1 

このドキュメントでは、リリース 23.1 における Cadence® OrCAD® X および Allegro® X 製品の新機能と機能改善につ

いて説明します。

■ Release Changes 

■ Allegro X PCB Editor 

■ OrCAD X Capture CIS 

■ PSpice および PSpice Advanced Analysis 

※ OrCAD X PCB は、Allegro X PCB　の項目をご参照ください。 

https://www.cadence.com/go/trademarks
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Release Changes 

このセクションでは、リリース 23.1 における OrCAD® X および Allegro® X 製品のリリースレベルの変更と更新について説

明します。

■ OrCAD X 及び OrCAD X Presto 

■ サポート OS の変更
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OrCAD X および OrCAD X Presto 

OrCAD® X は、個人や小～中規模のビジネスでのニーズを満たすことのできる革新的なデザインプラットフォームです。このプラッ

トフォームは、あらゆるデザイン要件に対応する、連携性の高い包括的なソリューションを提供することに重点を置いています。この

新しい製品プラットフォームに X が追加されたことは、その機能をクラウドに拡張し、ユーザーが X AI などの追加サービスを活用で

きるようになったことを意味します。

OrCAD® X Presto は、OrCAD X プラットフォーム内の新しいレイアウト環境であり、レイアウト設計における最先端のソリュー

ションを提供します。OrCAD X Presto と既存の PCB Editor の間で相互運用が可能なため、レイアウト設計の互換性と容

易な移行が保証されます。 OrCAD X Presto はクラウド接続モードと非接続モードのいずれでも使用でき、好みや要件に基づ

いて柔軟に作業できます。

OrCAD X Presto のユーザーインターフェースは、直感的で有能、効率的、かつ利用しやすいように設計されています。コンパ

クトなメニューとストリームラインのワークフローにより、レイアウト設計を迅速かつ効率的に行うことができます。高品質なデザイ

ンを効率よく提供するための高度な機能と機能性はすぐに利用できます。豊富な情報を持つインタラクティブなパネルは、価
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値ある洞察機会を提供し、検索とナビゲーションを加速させ、プロパティとその可視性を効果的に管理し、生産的でシームレス

なユーザーエクスペリエンスを保証します。

OrCAD X Presto Presto は、モーダルダイアログボックスを不要にすることで、ユーザーエクスペリエンスを向上させます。その代わりに、レ

イアウトツールバーとフローティングメニューが実装されたため、気が散ることが少なくなり、デザインスペースが常にブロックされずにアクセスでき

るようになっています。このアーキテクチャにより、生産性が大幅に向上し、設計者は作業に集中することができます。

OrCAD X Presto には、2D ビューと 3D ビューをシームレスに切り替える統合型の 3D ビュアーが搭載されています。この機

能は 3D でのクリアランスのデザインルールチェック（DRC）をサポートしており、設計者は迅速かつ正確な 3D解析を行うこと

ができます。このインテグレーションにより可視性に関する性能が強化され、設計者は製造上の潜在的な問題を迅速かつ効率

的に特定し、対処することができるようになります。  

サポート OS の変更

このリリースでは、次のオペレーティング システムのサポートが追加されました。: 

■ Windows Server 2022 
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Allegro X PCB Editor   

 

このセクションでは、リリース 23.1 の Allegro® X PCB Editor と Allegro® X Advanced Package Designer の新

機能と機能改善について説明します。機能がレイアウトエディタの1つだけ、または特定のライセンスでのみ利用可能な場合

は、注記があります。 

■ デザインとライブラリのリリース23.1への移行  

■ リジッド・フレックスの機能改善  

❑ シンボルピンの Zone順守  

❑ ネストされた Zone のサポート
  

❑  Zone境界の更新  

 ❑ 充填材 (Dielectric Layers) 

 
■ Structure の機能改善

 

■ Padstack Editor の機能改善

 

❑ Counterbore と Countersinkの Secondary Side定義とレポート

 

❑ Microviaパッドスタックにスロット(Oval、Rectangular)の定義

 

❑ メッキ前のドリル穴／スロット・サイズ定義 

 

❑ マルチドリルでのピッチ指定 

 

■ Dynamic Shape のアップデート: Frozen Shapes 

 

■ デザインレビューとマークアップ 

 

■ 操作性の向上 
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❑ Allegro X - 3D Canvas アップデート 

❑ Dimension Environment のアップデート
 

❑ Z-Copyの機能改善
 

❑ Place Replicate Applyの機能改善

 

❑ サードパーティネットリストのインポート 

 

❑ Net Short レポート
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デザインとライブラリのリリース23.1への移行

次のリリースのデザインおよびライブラリは、Uprevすることなく開けて、最新のデザインソリューションを利用することができます: 

17.2-2016, 17.4-2019, 22.1 

Note: リリース23.1製品を実行するには、リリース23.1ライセンスを使用する必要があります。ただし、23.1ライセンスを使用

して16.6またはそれ以降のリリースを実行することは可能です。

リリース 23.1 でデザインを保存すると、23.1 データベース形式で保存され、以前のリリースとの互換性はサポートされません。

保存したデザインを以前のリリースで開くには、 downrev (File – Export –Downrev Design)の実行が必要です。

リリース23.1で保存されたライブラリ・シンボルとパッドスタックは、以下の例外を除き、以前のリリースとの互換性を維持するため

に、可能な限り低いデータベース・バージョンで保存されます: 

■ Countersink/Counterbore で Secondary Side を設定、あるいは Drilled Hole の値を設定したパッドスタッ

クを持つライブラリは、23.1リリースでのみ使用できます。 

■ Outer_Layer、Inner_Signal_Layers、Inner_Plane_Layers レイヤーで定義された Route/Via Keepout

シェイプを持つシンボルは、17.4以降のリリースでのみ使用できます。 

デフォルトでは、17.4データベースフォーマットにダウンリビジョンできますが、デザインにネストされた Zone が含まれている場合、

22.1 HotFix 003 (QIR2)データベースフォーマットにのみ保存できます。

Tip 

dbstatバッチコマンドを使用すると、ライブラリで使用されているシンボルとパッドスタックのデータベース・バージョンを調べる

ことができます。
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リジッド・フレックスの機能改善

このリリースには、次のリジッド・フレックス機能が強化されています。: 

■ シンボルピンの Zone順守

■ ネストされた Zone のサポート

■ Zone境界の更新 

■ 充填材 (Dielectric Layers)  

 

シンボルピンの Zone 順守

コンポーネントのすべてのピンパッドが同じ配置レイヤー上にあることを確認するための2つの新しい Analysis Modes チェック

(Analysis Modes – Design – Zone Placement Adherence)があります。 
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パッドの一部が配置レイヤーの存在しないエリアを横切る場合にDRCが生成されます。配置レイヤーが両方のスタックアップに

存在する場合、コンポーネントは異なるスタックアップ領域にまたがることができます。これは、配置レイヤーが隣接する Zoneま

たはプライマリーに隣接する Zone に存在することを意味します。



September 2023      13      Product Version 23.1 

© 2023 Cadence Design Systems, Inc.    All Rights Reserved. 

ネストされた Zone のサポート

ある Zone 内に、他とは異なる特別なマスク、メッキ、スタックアップがある領域が必要な場合があります。このような場合、製

造プロセスを推進して正しい設計結果を生成するために、別個のスタックアップが指定されます。

リリース 22.1 の HotFix 003 (QIR2) で導入されたことで、1 つのゾーンを別のゾーンで囲むことができるようになりました。

これにより複雑でエラーが発生しやすい Shape作成プロセスが回避できます。
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Zone 境界の更新

Zone上で標準的な Shape コマンドを使用し、Shape Edit アプリケーションモード以外でも Zoneシェイプを編集できるよ

うになりました。以前のリリースでは、Zone シェイプの変更は Shape Edit アプリケーションモードで、且つ Enable zone 

boundary editing オプションにチェックすることでのみ可能でした。

充填材 (Dielectric Layers) 

Cross Section Editor に新しく追加された Fill-In Material 列は、マテリアルファイル(.cmx)から取得されます。この列

は Conductor/Plane行で使用でき、Dielectric行では Read-Only となります。 

Fill-In Materials 値は、IPC-2581 および Cross Section のエクスポートまたはインポートでサポートされます。 この列で

定義された材料は、より現実的なシミュレーション結果を得るために Sigrity™ 製品によって読み取られます。

下図は、Cross-section Editor の Fill In Material 列を示しています。: 
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下図は、Sigrity 製品の Layout Manager の Fill in Dielectric フィールドに相当するものです： 

Note: Fill-In Material は downrevの際に削除されます。
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Structure の機能改善 

Structureは以下の機能強化が行われました: 

■ Structureのパージ

未使用の Structure をデザインから削除することができるようになりました。

■ Via Structure がライブラリからロードされるようになりました: Subdrawing/Clip ファイルで Via Structure を参

照し、ターゲットデザインにその Structure が存在しない場合、他のシンボルと同様にライブラリからロードされるように

なりました。
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Padstack Editor の機能改善 

本リリースでは、Padstack Editor の機能改善が行われました: 

■ CounterboreとCountersinkのSecondary Side定義とレポート 

■ Microviaパッドスタックにスロット(Oval、Rectangular)の定義  

■ メッキ前のドリル穴／スロット・サイズ定義  

■ マルチドリルでのピッチ指定  

Counterbore と Countersink の Secondary Side 定義とレポート

プライマリ側またはセカンダリ側のどちらからでもザグリや皿モミ加工を定義でき、コンポーネントが配置される側に縛られることはあ

りません。
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また、Drill Legend と NCDrill出力が、二次側からの穴あけが必要な場合にレポートするようになったため、製造業者に二

次側の穴あけの必要性を別途知らせる必要が省けます。

Note: リリース23.1のデザインを Downrevする場合は、セカンダリ側に存在する Counterbore と Countersink の定義

を手動で取り除く必要があります。



September 2023      24      Product Version 23.1 

© 2023 Cadence Design Systems, Inc.    All Rights Reserved. 

Microvia パッドスタックにスロット(Oval、Rectangular)の定義

Microviaパッドスタックで楕円形と長方形のスロットを使用できるようになりました。 これらのスロットは、既存の円形と正方形

のメッキ穴に追加されます。新しいスロットタイプは、標準的な Microvia の Constraint に従います。
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メッキ前のドリル穴／スロット・サイズ定義

メッキ前のドリル穴やスロットの正確なサイズを指定できるようになりました。例えばプレスフィットコネクタの場合、実装時に穴やス

ロットが損傷しないようにすることができます。

ドリル穴には円形または正方形の穴を、スロット穴には長方形または楕円形のスロットを指定できます。

また、穴やスロットのサイズの公差を指定することもできます。

Note: Downrev により、Drilled Holeはデザインのパッドスタックから削除されます。
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マルチドリルでのピッチ指定

マルチドリルの Columun と Row にピッチ値を指定すると、Spacing が自動で計算されるようになりました。
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Dynamic Shape のアップデート: Frozen Shapes 

Dynamic Shape は、他のオブジェクトを編集時に自動的に更新されますが、Static Shape に変更せずにフリーズさせる

ことができるようになりました。例えば、Shape を使って描かれた重要な回路を保護することで、設計意図を維持することがで

きます。

Dynamic Shape がフリーズされると、Dynamic Shape領域に新しいオブジェクトが入っても、Static Shapeのように

Voidや DRC エラーが発生することはありません。フリーズした Dynamic Shapeの Shapeバウンダリを手動で修正すること

で、新しい Void を避けながら現在の Void を維持することができます。

Dynamic Shape をフリーズまたはアンフリーズするには、Shape メニューから Freeze Shape(s)または Unfreeze 

Shape(s)コマンドオプションを選択します。
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Shape を選択し、コンテキストメニューからコマンドを選択することもできます。

Design Status、Shape Parameters、Shape Reports、Show Element、Find By Queryなど、Dynamic 

Shape Status を表示するすべてのレポートでは、"Frozen Shape "と表示されます。 



September 2023      29      Product Version 23.1 

© 2023 Cadence Design Systems, Inc.    All Rights Reserved. 

デザインレビューとマークアップ

このリリースには、マークアップによるデザインのレビューと追跡を可能にする新しいデザインレビューおよびマークアップ機能が搭載

されています。 マークアップは追跡コメントとともにデータベースに保存されます。 キャンバスの自動センタリングとレイヤー表示を

使用してマークアップを呼び出すことができます。

Note: この機能は、レイアウト データベースの編集を許可する Allegro®、Allegro® X、OrCAD® X ライセンス、および

Allegro® X System Capture ライセンスで利用できます。
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操作性の向上

このリリースでは、次のような操作性の向上が行われています。: 

■ Allegro X - 3D Canvas アップデート  

■ Dimension Environment アップデート  

■ Z-Copy 機能改善  

■ Place Replicate Applyの機能改善  

■ サードパーティネットリストのインポート  

 

Allegro X - 3D Canvas アップデート

3D モデルのマッピングや3D表現の出力がより簡単になりました。

Symbol Editor の3D Model Mapper 

ディスク上の STEP モデルを必要とせず、ライブラリ内で直接3D モデルをフットプリントにマッピングできるようになりました。

レイアウトのフットプリントとビューにモデルを割り当てるには、以下のようにします: 

1. 3DX Canvas の Properties タブで STEP モデルを選択（Status セクション内の３D Model）します。
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2. 3D Location セクション内の AUTO ボタンをクリックし、X-Y-Z の配置を微調整します。フットプリント

モデルの割り当てがレイアウトに表示されます。
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3D モデルの出力をサポート

デザイン全体の完全な3D表現や、可視性の設定に基づいた3D表現を出力できるようになりました。

完全な3D表現を出力するには、3D Export タブから必要な出力を選択し、Export ボタンをクリックします。STEP、IGES、

ACIS、PDF のいずれかから選択できます。

可視性の設定に基づいて3D表現を出力するには、Selected objects only スイッチを有効にします。 



September 2023      33      Product Version 23.1 

© 2023 Cadence Design Systems, Inc.    All Rights Reserved. 

Dimension Environment のアップデート

寸法線に線幅を適用するには、新しい Line Widthパラメータを使用します。
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Line Width を指定しない場合、寸法は下図のように細い線（0幅）で描かれます: 
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Z-Copy の機能改善

Z-Copyでは、新しい Net オプションを使用することで、コピー時に Shape のネット名を調整するためのキャンバス上の余分な

手順を省くことができ、Etch Shape を他のレイヤーにコピーするのが簡単になりました。

Note: ターゲットレイヤー名にワイルドカードを使用すると、Shape を複数のレイヤーにコピーできます。
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Place Replicate Apply の機能改善

コンポーネントは、常に1つのプレイス・レプリケート・モジュールにしか所属できません。コンポーネントまたはコンポーネントグルー

プを新しいレプリケートモジュールに再適用することは可能ですが、以前に適用されたモジュールから接続されたカッパーフィーチ

ャーが残されます。残された配線は、手動で削除する必要があります。

Warning ダイアログボックスの新しいオプション Delete routing owned by previous module from design を使用

すると、以前に適用したモジュールからルーティングを削除できます。 
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サードパーティネットリストのインポート

設計中に何度も新しいネットリストをインポートすることがあります。ネットリストのインポートを成功させるにはデバイス・ファイルが

必要です。

既存のコンポーネントのデバイス・ファイルを再利用する Reuse device files for existing components オプションが追加

され、ネットリストのインポートが必要なたびに、デザインからデバイス・ファイルをエクスポートする必要がなくなりました。
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Net Short レポート

オブジェクトに NET_SHORT プロパティを追加し、Net Name をショートすることで、デザイン内で直接ショートを作成できま

す。その後、必要なショートがすべて作成されていることを手動で確認する必要があります。

新しい Net Short Properties レポートを使用して、ショートを検証できます。このレポートでは、NET_SHORT プロパティを

持つデザイン内のすべてのオブジェクトと、ショートが発生したレイヤーが一覧表示されます。
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OrCAD X Capture CIS 

このセクションでは、リリース 23.1 の OrCAD® X Capture CIS の拡張機能と新機能について説明します。

■ 完全なパーツ オーサリング環境

■ チームとワークスペースの構築

■ チーム コンポーネント ライブラリの開発

■ ライブラリと設計データの管理

■ ワークスペース コンテンツの管理

■ OrCAD X Presto とのシームレスな統合

■ ライブ BOM 

■ クラウド CIS の CIS 固有の機能

■ Publish for Manufacturing 

■ アップデートの確認

■ 新しいドキュメント
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完全なパーツ オーサリング環境  

 OrCAD X Professional (POX200 Pro) および OrCAD X Standard (POX100 Standard) ライセンスを使用する

と、新しいコンポーネントを最初から作成したり、コンテンツ プロバイダーから追加したりできます。 完全なパーツ オーサリング ソリ

ューションは、次の機能を提供します。

■ プロバイダーのコンテンツからコンポーネントを Captureデザインに配置する

■ プロバイダーのコンテンツからライブラリ内のコンポーネントを検索する

■ プロバイダーのコンテンツからコンポーネントを追加してローカル ライブラリを作成する

■ メーカー部品番号 (MPN) を既存のコンポーネント ライブラリにリンクする

■ コンポーネントを共有ワークスペースに公開する 

■ 他のチームメンバーと協力し、特定の役割を割り当てる

コンポーネント Explorer の強化

コンポーネント Explorer インターフェイス (以前のユニファイド CIS インターフェイス) は、完全な部品詳細とともにすべてのラ

イブラリ ソースの統合ビューを提供します。 直感的なユーザー インターフェイスにより、Cadence や外部コンテンツ プロバイダ

ーが提供するライブラリを含むさまざまなソースへのアクセスが可能になります。
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 PSpice モデルと関連パーツに加えて、OrCAD X Cloud からアクセスできるライブラリを使用して、パーツの検索、並べ替え、

フィルター、配置、および新しいパーツの作成ができるようになりました。

コンテンツプロバイダーとの統合

コンポーネント Explorer は、プロバイダーのコンテンツからの包括的なパーツ ライブラリへのアクセスを提供し、より迅速な設

計の構築に役立ちます。 リリース 23.1 より前は、SamacSys および Ultra Librarian のコンポーネントにアクセスできま

した。 SnapEDA が提供するコンポーネントにもアクセスできるようになりました。

パーツオーサリング

Capture は、利用可能なライブラリの使用、またはコンテンツ プロバイダーから入手可能な既存のパーツから、新しいコンポー

ネントを最初から作成するパーツ オーサリング機能を提供します。 新しいコンポーネントを作成するには、[Component] ダイ

アログ ボックスを使用します。 このダイアログ ボックスからは、次のことができます。

■ 次のコマンドを使用して新しいコンポーネントを作成します。

❑ Description（説明）

❑ Category to organize the part in library database（ライブラリデータベース内の部品を整理するカテゴ

リ）

❑ Logical symbol（論理記号）
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❑ Footprint information（フットプリント情報）

❑ PSpice models（PSpice モデル）

❑ Electrical specification (properties) （電気的特性（特性））

■ 既存のカテゴリまたはテンプレートを使用して、検証済みのシンボル、フットプリント、モデル、プロパティを含む部品を迅

速に作成します。

■ コンポーネントのライフサイクルステータスを指定します。

■ リユースシンボルとフットプリント情報を指定します。

■  PSpice モデルとメカ部品またはアセンブリを関連付けます。

■ メーカー部品番号 (MPN) を追加し、プロパティを以下へのアクセスに関連付けます。

❑ パートナーからの最新のコンポーネント データ

❑ 単一の場所からの合理化されたライブラリのオーサリング

■ プロバイダーのコンテンツから新しいコンポーネントを作成します。



September 2023      100      Product Version 23.1 

© 2023 Cadence Design Systems, Inc.    All Rights Reserved. 

■ コンポーネントをプロバイダーのコンテンツから提供される製造元の詳細にリンクします。
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テンプレートの作成

検証済みのシンボル、フットプリント、モデル、プロパティを含むテンプレートまたはカテゴリは、迅速なパーツ作成に役立ちます。

カテゴリを作成して、ワークスペース (ライブラリ データベース) 内のパーツを整理できます。
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チームとワークスペースの構築

OOrCAD X Capture は、進行中のプロジェクト、ライブラリ、設計ファイル、コンポーネントを含む共有開発環境の共有ワー

クスペースを提供します。 ワークスペースは、すべてのライブラリと設計データを管理するためのクラウドベースのプロジェクトの保

存場所です。

さまざまなプロジェクトやユーザーのニーズに合わせて複数のワークスペースを作成できます。ユーザー、ライブラリアン、デザイナー

などの特定の役割を割り当てることで、チーム メンバーにアクセス権を提供できます。共有ワークスペース上の メンバーは、複数

のワークスペースに参加可能であるため、異なるワークスペースで異なるアクセス権限 (ロール) を持ち、Capture CIS の同じ

セッション内で共有ワークスペース間を移動できます。

注: OrCAD X Professional (POX200 Pro) ライセンスは、最大 10 個のワークスペースの作成をサポートします。. 
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チーム コンポーネント ライブラリの開発

クラウド ワークスペース機能では、次の方法でチーム用のコンポーネント ライブラリを作成する機能が提供されます。

■ ローカル ワークスペース でパーツを作成する (My Workspace) 

■ メーカーの部品詳細にて詳細を確認

■ 共有ワークスペースを作成し、チームメンバーに特定の役割を割り当てる

■ 共有ワークスペースへのコンポーネントの公開
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ライブラリと設計データの管理

ワークスペースを共有して、コンポーネントと設計、ライブラリ、プロジェクト、ボード ファイルを含むライブラリと設計データをチーム

メンバーと共有するには、次の方法があります。

■ 共有ワークスペースの作成

■ ライブラリ、プロジェクト、またはデザイン ファイルを共有ワークスペースに登録する

■ チームメンバーがプロジェクトを利用できるようにする (登録者) 

■ 役割に応じたアクセス制御の割り当て: 

❑ User は、設計データの閲覧のみが可能です。

❑ Designer は、すべての設計データにアクセスできます。

❑ Librarian は、すべてのライブラリデータにアクセスできます。

❑ Admin は、データ全体にアクセスでき、他のユーザーにアクセス権を割り当てることもできるスーパー ユーザー

です。

アクセス権を持つユーザーは、プロジェクトまたは特定のファイルを編集またはチェックアウトして、排他的に作業することができます。
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ワークスペース コンテンツの管理

ワークスペース内のデータはクラウド対応となっており、どこからでもアクセスできます。 OrCAD X クラウドに常に接続されていま

すので、バックグラウンド データ同期ユーティリティにより、ローカル ディスクとクラウドの間でデータの同期が維持されます。

File Manager ユーザー インターフェイスを使用して、ワークスペース内のライブラリ、プロジェクト、およびデザイン ファイルを管

理します。  File Manager には、ローカル ワークスペースと、ユーザーと共有されているすべてのワークスペースが表示されま

す。 ワークスペース内の完全なフォルダー構造を持つプロジェクトは、Capture のプロジェクト マネージャーにローカル プロジェ

クトが表示されるのと同じように表示されます。  File Manager からワークスペース コンテンツに対して次のタスクを実行でき

ます。

■ ライブラリ、プロジェクト、および設計ファイルのステータスを表示します。

■ ライブラリ、デザインを編集 (チェックアウト) してロックし、それらのみが作業できるようなプロジェクトにします。

■ ファイルを共有ワークスペースに登録(チェックイン) します。

■ ファイルのリビジョン履歴を表示します。

■ ファイルの特定のリビジョンにロールバックします。
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OrCAD X Presto とのシームレスな統合 

Cadence の最新の PCB レイアウト エディタである OrCAD X Presto は、Capture CIS と完全に統合されています。

回路図から PCB 、および PCB から回路図にデザインの同期を実行できます。 回路図設計とレイアウト設計の間でクロス

プローブすることもできます。

ライブ BOM 

ライブ BOM は、ソース エンジンからのサプライ チェーン データを使用して生成される動的な部品表 (BOM) です。 ライブ

BOM は、設定不要で、設計 BOM の最新ビューを表示します。
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豊富なユーザー インターフェイスにより、クラウド ライブラリからライブ パーツのステータスに簡単にアクセスできます。

Capture CIS のライブ BOM 機能は、次の機能をサポートしています。

■ デザイン環境におけるリアルタイムのコンポーネントの可用性と価格データ

■ 部品の検索と代替部品への交換

■ 代替部品の表示

■ デザイン内の部品のリアルタイム データ、コスト、可用性、ライフ サイクル ステータスの表示

■ 部品情報のダイナミック更新またはオンデマンド更新

■ デザインまたはライブラリのコストおよび可用性データのグローバル更新

■ バリアント BOM のサポート

■ BOM 内の部品の検索、並べ替え、フィルタリング、整理
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■ 機能同等性、ライフサイクルステータス、可用性から導き出された適合性スコアに基づいて色分けされた BOM を

表示

クラウド CIS の CIS 固有の機能

CIS データベースからデータベース パーツをリンクして表示する CIS 固有の機能は、クラウド ワークスペース (データベース) に

も拡張されています。



September 2023      109      Product Version 23.1 

© 2023 Cadence Design Systems, Inc.    All Rights Reserved. 

回路図パーツを一致するワークスペース コンポーネントにリンクすることで、パーツ インスタンスとそのプロパティをワークスペース

コンポーネントに置き換えることができるようになりました。

リンクされたワークスペース コンポーネントに関するパーツ インスタンスを表示し、相違点が見つかった場合は 2 つを同期する

こともできます。
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Publish for Manufacturing 

OrCAD X Capture から、設計データを 3D EXPERIENCE PLM サーバーに迅速かつ簡単に公開して、さまざまな関係者

に最新の設計情報を提供できます。 データを 3D EXPERIENCE PLM サーバーまたはデフォルトのファイル システムに公開

するには、メニューバーから

Tools – Publish for Manufacturing を実行します。

アップデートの確認 

スタート ページに、OrCAD X Capture で利用可能な最新バージョンが表示されるようになりました。 新しいバージョンをダウ

ンロードするには、このリンクをクリックします。
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メニューバーから Help – Check For Updates を実行して、新しい更新が利用可能かどうかを確認することもできます。

新しいドキュメント

新機能のドキュメントに加えて、次の新しいドキュメントがリリース 23.1 に追加されます。

■ Library and Part Management in OrCAD X Capture 

■ OrCAD X Part Authoring Tutorial 

■ OrCAD X Capture with OrCAD X Presto Tutorial 
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PSpice および PSpice Advanced Analysis 

この章では、リリース 23.1 にて PSpice® および PSpice® Advanced Analysis に追加された以下の新機能、および改

良点について説明致します。

■ Digital Modeling Application のサポート

■ 過渡解析における温度変化サポート

■ 指数関数ソースのパラメータサポート

■ 収束エラー時のデバッグ機能の強化 
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Digital Modeling Application のサポート

リリース 23.1 では、 Modeling Application で Digital Modeling Application をサポートしました。

ゲート（Buffer, Inverter, AND, OR など)、フリップフロップ (Clocked SR, Clocked JK など)、ラッチ (SR, D など)、お

よび ソース (digital stimulus, digital clock) といった様々なデジタルモデルを作成、回路図に配置できます。

OrCAD X Capture のメニュー：[配置]－[PSpice パーツ]－[Modeling Applications] からアクセスできます。

Category Digital Devices

ソース Digital Pulse, Digital Stimulus

ゲート Buffer/Inverter, XOR/XNOR, OR/NOR, AND/NAND

フリップフロップ Clocked SR, Clocked SR - Set/Reset, Clocked JK, Clocked JK - Set/Reset, 

Clocked D, Clocked D - Set/Reset, Clock T, Clocked T- Set/Reset 

ラッチ SR, SR - Set/Reset, D, D - Set/Reset Digital Constant 
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リリース 23.1 のModeling Application では、デジタルデバイスのロジック、タイミング、および I/O モデル パラメータもサポー

トします。回路図上にデジタル デバイスを配置する前に、パラメータのデフォルト値を変更できます。

■ 論理ゲート、フリップフロップ、ラッチを、しきい値（Threshold）、セットアップ/ホールド時間、入出力の数などのパラメ

ータでモデル化します。

■ 出力抵抗 (ROUT)、最大/最低電圧 (VOH/VOL)、遅延、クロック ON/OFF 時間などのパラメータを使用して

デジタル パルス ソースをモデル化します。

■ 出力ノード数、出力電圧、出力抵抗などのパラメータを使用してデジタルスティミュラスをモデル化します。
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過渡解析における温度変化サポート

PSpice の機能が強化され、1度の過渡解析において時間と共に変化する温度をサポートできるようになりました。

1度の過渡解析の実行で温度を時間の関数として変化させるには、下記のオプションを使用します。

.OPTIONS ENABLE_TIME_VARYING_TEMPERATURE. 

T_ABS、T_REL_GLOBAL、T_REL_LOCAL などのモデルパラメーターは、モデル定義におけるデバイス温度に使用されま

す。

式では、デバイスの温度依存パラメーターとともに CDN_CUR_TIME (時間のエイリアス) を使用します。
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指数関数ソースのパラメータサポート

指数関数電圧源、または電流源をモデル化するために、VEXP_B と IEXP_B が source.olb に追加されました。

これらのソースは、以下のパラメータをサポートしています。

■ PER : パルス周期を定義します。

■ NPUL : パルス数を定義します。

■ PERB : 繰り返しバースト周期を定義します。

収束エラー時のデバッグ機能の強化

複雑な回路において、異常な高値や低値、または浮動小数点エラーは、多くの場合、収束エラーにつながります。しかしなが

ら、エラーの原因となっている正確な式を見つけることは困難です。

リリース 23.1 では、EXPR_DEBUG オプションを使用する事で、収束エラーの原因となる式を警告メッセージに含めて表示す

る事ができるようになりました。

オプションを使用する構文: .OPTIONS EXPR_DEBUG. 

次の図は、収束エラーの原因となる式を警告メッセージ (ORPSIM-16608) と共に示している例です。
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